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の生徒の関係性 [ 拒否‐拒否 ][ 無関心‐無関心 ][ 関
わり希求‐拒否 ][ 無関心‐関わり希求 ])、「教師の支
援指針」([生徒同士での解決型][居場所作り型][コミュ
ニケーション能力育成型 ])、「支援方法」（[ 個別‐集
団的支援 ][ 明示‐非明示的支援 ] の 2 軸の組み合わ
せによる 4 パターン）の 5 つに整理し、分析を行った
分析 1 では、「生徒同士の関係性の見立て」と「支援
方法」の [ 明示−非明示的支援 ] の関連を検討した。








うな [ 集団的支援 ] が用いられていた。孤立を解消す
るためには対象生徒と周囲の生徒がつながることが重
要となるために、[ 集団的支援 ] を用いていたことが考
えられる。また、生徒が活躍できる場を設定する「居
場所作り型」では役割付与といった [ 非明示的支援 ]
が行われていた。
　本研究を通して、クラス内で孤立している生徒への
支援として、教師は、自身の支援指針にもとづきなが
らも、対象生徒の他生徒との関係構築の意志や周囲
の生徒の意志や反応を推し量りながら、具体的な支援
方法を選択、判断していることが明らかとなった。
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